
松山市の中心、小高い丘の上にそび

え立つ松山城。その北側に広がる文教

エリアに松山大学の文京キャンパスが

ある。キャンパス内には木々が生い茂

り、落ち着いた雰囲気。東西に貫く通

りに沿って、経済、経営、人文、法の

各学部の校舎が立ち並ぶ。談笑しなが

ら行き交う学生の多くは、地元愛媛県

の出身者だ。

キャンパス内でひときわ目を引く背

の高い真新しい建物、それが薬学部の

新校舎だ。地下１階、地上10階建てで、

総面積は１万3063㎡。１階は図書室や

大型機器室、２～４階は講義室に実習室、５

～９階は研究室、10階は動物飼育室という構

成。９階には、病院や薬局の医療現場を模し

た実習施設が設置される。

内装を含め、新校舎は今年８月に完成した。

ＮＭＲなどは既に稼働しており、共同の実験

機器は11月までに搬入が完了する見込みだ。

模擬実習施設は未整備の状態だが、学内での

実務実習が本格化するまでに、調剤システム

やＴＤＭ測定機器などを計画的に導入してい

くという。

薬学部の第一期生として今春入学した１年

生の初年度カリキュラムは、一般教養が中心。

その点、文系に強い松山大学は「文系の先生

が揃っていて、歴史もあり、充実している」

と薬学部長の葛谷昌之氏は胸を張る。国際的

医療人として素養豊かな薬剤師を養成する上

で必要な外国語、哲学、宗教学、倫理学、コ

ミュニケーション学などは既に開講されてお

り、人文・社会科学系を幅広く学べることが、

松山大学薬学部の特徴の一つとなっている。

専門教育では、内科学など医学系科目を配

置するなど、基礎医学と医療薬学のバランス

のとれたカリキュラムが編成され

た。一方、早期体験学習としては、

５月に大塚製薬の研究所や工場の見

学を終えた。今後、病院や薬局見学

を実施する予定だ。このほか、学生

や教員の交流

を深める目的

で、学外オリ

エンテーショ

ンも実施した

という。

５年次の病

院や薬局での

５カ月に及ぶ実務実習について、受

け入れ施設の確保が全国の薬系大学

に共通する課題となっているが、

「愛媛大学医学部附属病院薬剤部を

中心にして、愛媛県病院薬剤師会、

愛媛県薬剤師会等の支援を仰ぎなが

ら、中国四国調整機構との緊密な連

携のもとに整えていく」と葛谷氏は

語る。

このような教育のもと、目指すのは「高度

な学識を持って、専門的・指導的に活躍でき

る薬剤師の養成」。薬剤師の業務が、調剤中

心の物質志向であったものから、人を対象と

したものに変化してきたことを受け、①幅広

い教養教育、倫理教育の徹底②コミュニケー

ション能力やカウンセリング技術の習得③卒

後教育の徹底――という３点を、教育の基本

方針に据えている。

薬剤師の養成が教育の柱だが、その

一方で研究にも力を入れる考えだ。

「研究という裏打ちなしには大学の存

在感がない」と葛谷氏。実務家教員が

一同に所属する講座を含め、14の講座

が設置されるが、各講座の研究室は、

当初の計画案よりも広く設計し直され

た。その結果、８階建てを予定してい

た校舎が10階建てになったという。各

講座の要望に応じて、最新の研究機器

も随時導入する計画だ。現段階では具

体化していないが、将来は、大学院博

士課程を設置する構想もあるという。

「ハードは整えた。そこから何が出て

くるか。薬剤師を輩出して地域医療に貢

献するだけでなく、研究も推進し、地域

産業にも貢献できるようにしなければな

らない」と葛谷氏は力を込める。

専任教員は今秋の段階で15人、2007年

度は22人、08年度は33人と段階的に増や

し、09年度には34人になる見通し。その

うち実務家教員は７人の予定だ。教員の

ほとんどが、薬学博士または医学博士の

学位取得者で、研究者・教育者として脂

の乗った時期を迎える40～50代の人材が

多いという。
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四国で４番目の薬学部スタート

四国で４番目の薬学部として今春、愛媛県の松山大学（松山市）に薬学部医療薬学

科が新設された。約160人の新入生が、10階建ての真新しい校舎で学んでいる。文系

４学部を擁し、充実した人文・社会科学系科目を生かして、幅広い教養や倫理観、英

語力を養うほか、基礎医学と医療薬学のバランスの取れた専門教育などを通じて、質

の高い薬剤師の輩出や、薬学関連分野で活躍できる人材の養成を目指すという。研究

にも力を入れ、地域医療だけでなく地域産業にも貢献したい考えだ。

キ ャ ン パ ス 紹 介 　 松山大学薬学部

薬学部校舎の１階ホール

葛谷薬学部長


